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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、酸素同位体比の標準年輪曲線の拡張と気候変動の精密復元に取り組み、酸素同位体比年輪

年代法による出土材の年輪年代決定を進め、それにより遺跡・遺物及び土器型式に暦年代を系統的に導

入し、人々の気候応答を含む先史時代像全体に対する年代論的な再検討を行い、同年輪年代法の技術一

式を官民諸機関に移転する活動にも取り組むものである。 

酸素同位体比を用いた年輪年代法の高精度化（誤差１年）と過去の正確な気候変動推定に大きく貢献

しつつある点は高く評価できる。歴史学や考古学への貢献も大いに期待される。また、マスターテクノ

ロジーを積極的に公表している点も評価できる。今後は、北部九州地方や関東地方を含め、さらに分析

事例を増やすことにより、環境変動と社会変動の関連が詳細に解明されることを期待する。あわせて、

本研究の三番目の目的である、官民諸機関に技術移転をして、その活用を持続可能にする点に関しても

今後の展開を期待したい。 


